
広報によど川 9月号 《8》

◇
広
報
寄
付
金

　
西
森
　
重
忠
様(

東
久
留
米
市)

　
金
森
　
利
彦
様(

い
の
町)

　
西
川
　
益
男
様(

岸
和
田
市)

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
広
報
発
行
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

ご
寄
付
の
お
礼

〜
育
児
中
マ
マ
の
不
安
に

応
え
ま
す
〜

　
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
急
な
発

熱
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
で
「
小

児
科
を
受
診
し
た
方
が
よ
い

の
」
と
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
日
ご
ろ
の
不
安
に
お
応
え
す

る
た
め
講
演
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

　
９
月
17
日(

木)

　

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

　
仁
淀
川
町
中
央
公
民
館
３
階

会
議
室

　
　
３
５
・
０
０
１
９

講
演
内
容

 

「
急
病
時
の
判
断
・
対
応
方

法
」

申
し
込
み

　
不
要
　
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い

※
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
の
で
、

お
子
様
と
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す

 

問
い
合
わ
せ

 
仁
淀
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
掛
水
）

 

　
３
５
・
０
４
３
３

 

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

 

（
秋
澤
）

　
　
２
２
・
１
２
４
１

 

自
分
に
合
っ
た
よ
い
仕
事
み

つ
け
た
い
あ
な
た
に
助
言
し

ま
す
！

 

地
域
の
求
職
者
を
対
象
に

「
求
職
者
の
た
め
の
移
動
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

 

就
職
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方

に
、
目
標
を
持
っ
て
効
果
的
に

求
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
助

言
し
ま
す
。

 

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
相
談
を
う
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

 

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

日
時

　
10
月
10
日
（
土
）

　
10
時
30
分
〜
16
時

場
所

　
佐
川
町「
サ
ン
プ
ラ
ザ
佐
川
店
」

相
談
内
容

①
求
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
②
就
職
支
援
・
職
業
訓
練
制

度
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
、

雇
用
保
険
制
度
に
つ
い
て

③
雇
用
情
勢
と
企
業
が
求
め
る

人
材
に
つ
い
て

④
仕
事
に
対
す
る
自
ら
の
適
性

や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て

問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
経
営
者
協
会
　
就
職

支
援
室

　
　
０
８
８
・
８
７
１
・
０
９
８
７

※
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
は
、

当
日
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

採
用
予
定
日

　
平
成
22
年
４
月
１
日

職
種

　
助
産
師
、
看
護
師

募
集
人
員

　
20
人
程
度

※
専
門
看
護
師
、
認
定
看
護
師

も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格

　
免
許
所
有
者
又
は
平
成
22
年

４
月
免
許
取
得
見
込
み
者

待
遇

　
本
学
規
則
に
よ
る
（
詳
細
は

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

勤
務

　
１
週
38
時
間
45
分
勤
務
（
４

週
８
休
）

応
募
方
法

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
等
を

下
記
へ
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

　
９
月
17
日
（
木
）
ま
で

試
験
日

　
10
月
17
日
（
土
）

看
護
宿
舎

　
全
室
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

形
式
の
個
室
（
宿
舎
料
無
料
、

た
だ
し
共
益
費
個
人
負
担
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
7
8
3-

8
5
0
5

　
南
国
市
岡
豊
町
小
蓮

　
高
知
大
学
医
学
部
・
病
院
事

務
部
総
務
管
理
課
人
事
グ
ル
ー

プ
（
担
当
：
樫
本
）

　
　
０
８
８
・
８
８
０
・
２
２
２
４

 

（
直
通
）

応
募
の
期
限
は
９
月
17
日

（
木
）で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

お知らせ
コーナー

・・・I N F O R M A T I O N・・・小
児
医
療
講
演
会

「
求
職
者
の
た
め
の

移
動
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

開
設

高
知
大
学
医
学
部

附
属
病
院

職
員
募
集



《9》 広報によど川 9月号

　
先
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
住

宅
用
火
災
報
知
器
の
全
世
帯
へ

の
無
料
配
布
に
つ
い
て
、
現
在

決
定
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 

対
象
世
帯

　
住
民
票
を
仁
淀
川
町
に
有
す

る
世
帯

※
た
だ
し
、
県
営
住
宅
・
町
営

住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
世

帯
へ
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん

配
布
個
数

　
一
世
帯
　
二
個

配
布
方
法

　
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、

自
主
防
災
組
織
等
に
協
力
を
依

頼
し
配
布
す
る
よ
う
検
討
中
で

す配
布
時
期

　
十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

配
布
予
定
で
す

取
付
方
法

　
住
宅
用
火
災
報
知
器
は
簡
単

に
取
付
け
が
で
き
ま
す
が
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
な
ど

自
分
で
取
付
け
が
困
難
な
方
に

対
し
て
は
、
消
防
団
、
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組
織
等

と
協
議
し
方
法
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

 

　
今
後
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
や
回
覧
文
書
な
ど
で
皆
様

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
総
務
課

　
　
３
５
・
０
１
１
１

　
池
川
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
４
・
２
１
１
１

　
仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
２
・
１
１
１
１

 

住
民
税
の
年
金
天
引
き

10
月
ス
タ
ー
ト

　
昨
年
四
月
の
地
方
税
法
改
正

に
よ
り
、
今
年
か
ら
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

等
と
と
も
に
、
年
金
所
得
に
係

る
個
人
住
民
税
も
、
公
的
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
者

　
六
十
五
歳
以
上
（
四
月
一
日

現
在
）
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、

年
金
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
が
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
さ

れ
て
な
い
方
、
老
齢
年
金
等

の
受
給
年
額
が
十
八
万
円
未

満
の
方
、
年
金
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
額
が
老
齢
年
金

等
か
ら
所
得
税
・
介
護
保
険

料
・
国
保
税
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
差
し
引
い

た
額
を
上
回
る
方
は
除
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
遺
族
・
障
害

年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
と

な
る
た
め
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

徴
収
方
法

　
特
別
徴
収
の
開
始
は
平
成
二

十
一
年
十
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
二
十
一
年
度
の
税
額
の
前

半
分
に
つ
い
て
は
、
六
月
及
び

八
月
に
普
通
徴
収
（
現
金
納
付

ま
た
は
口
座
振
替
）
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
の
方
法
（
普
通
徴

収
及
び
給
与
天
引
き
）
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

基
礎
年
金
に
係
る
国
庫
負
担
割

合
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

国
庫
負
担
割
合
が
三
分
の
一
か

ら
二
分
の
一
に
改
正
さ
れ
る
た

め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
分
以

降
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期

間
を
含
む
老
齢
基
礎
年
金
及
び

寡
婦
年
金
に
係
る
年
金
額
の
計

算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

 

な
お
、
多
段
階
免
除
の
保
険

料
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

 
問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

国
民
年
金
だ
よ
り

住
宅
用
火
災
報
知
器

の
無
料
配
布
に
つ
い
て

そのばでもろもろの治療効果を実証できる整体です。

早期に治ることを願います。

痛みなく元気に回復します。

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

○受付･･･午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間･･･５０分

○料金･･･一律３，０００円

○施術方法･･･指圧・あん摩・マッサージ

○休み･･･日曜定休

○ふだん着で来てください

広 告

おかもと整体



広報によど川 9月号 《10》

　仁淀川町では、昨年地上デジタル放送吾川中継局が開局し、今年7月31日に仁淀・

池川各中継局が開局しました。

　地理的、地形的な条件により家庭のアンテナでは地上デジタル放送が良好に受信

できない地域では、共聴施設の改修工事を順次行っています。

広
報
づ
く
り
を
体
験
！

初
々
し
い
記
者
２
人

地デジ中継局が開局

地上デジタル放送を見るには？
アンテナの確認

　地上デジタル放送の受信にはＵＨＦアン

テナが必要です。（その他のものをお使い

の場合は、アンテナ工事が必要です）

 通常は既存のＵＨＦアンテナで受信でき

ますが、調整や交換が必要な場合がありま

す。

テレビの準備　※２つの方法があります

①デジタルテレビに買い替える

②今お使いのアナログテレビにチューナー

を買い足す

 デジタルチューナーまたはデジタルチュー

ナー内蔵録画機器を購入してください。

なぜ、地上デジタル放送に
移行するの？
　今、日本では電波が足りなくなって困っ

ています。電波は、無限ではありません。

そこで、デジタル放送に移行することによっ

て、従来のアナログ放送に比べて約35％の

電波を節約することができます。余った電

波は交通事故の防止や緊急災害時の通信な

ど、安全でより快適な暮らしのために活用

されます。

　また、デジタル放送に変えると高画質、

高音質でテレビが楽しめます。いつでも、

天気予報やニュースを見ることができ、見

たい番組がすぐに探せるようになります。

　
八
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
「
佐
川
高
等
学
校
企
業
団
体
研
修
」
が

行
わ
れ
、
佐
川
高
等
学
校
二
年
生
の
二
人
が
、
仁
淀
川
町
役
場
で
窓

口
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
様
々
な
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
遥
さ
ん
と
大
崎
雄
斗
く
ん
の
二
人
、
企
画
課
で
は
広
報
紙
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
上
記
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
記
事
は
、

二
人
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

鈴木　遥さん（下土居）

　役場にはどんな仕事があるのか分からなかったけれど、色々な部署

で研修して、担当や役割が細かく決まっていること、様々な職種があ

ることが分かりました。５日間の研修は楽しかったです。

　広報紙づくりは難しかったです。読み手に一番何を伝えたいかを考

えることや、文章の作成が大変でした。

大崎　雄斗くん（加枝）

　役場の仕事はデスクワークだけだと

思っていましたが、取材やイベントな

ど外に出る機会も多く、楽しかったで

す。皆と協力して色んなことができて

良かったです。

　広報紙の記事は、僕たちが普段学校

で使う文章表現では読む人に伝わりに

くいと感じました。

仁淀中継局



《11》 広報によど川 9月号

　上土居第三は７月末現在、43世帯、

86人の集落で、池川総合支所から東（用

居方面）へ、三叉から上の国道４９４

号に沿った集落です。

　国道をはさんだ両側に人家と商店が

並び、北側の高台にも多くの人家が立

ち並んでいます。商店街があり池川の

中心地域の１つです。

上土居第三

集落見聞録
（第37回）

か み  ど   い  だ い さ ん

４
９
４
号
沿
い
　
賑
わ
い
栄
え
た
商
人
の
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
西
田
太
郎
さ

ん
と
、
区
長
の
藤
原
乾
洋
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
頃
、
上
町
（
上

土
居
第
三
）
は
商
売
人
の
集
ま

り
で
、
造
り
酒
屋
、

宿
屋
、
写
真
館
、

薬
屋
、
飲
み
屋
、

食
料
品
店
、
銭
湯
、

他
に
も
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
商
店
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
し

た
。

　
下
町
（
上
土
居

第
二
）
と
な
ら
ん

で
町
の
中
心
で
、

派
手
で
立
派
な
町
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

 

「
高
知
市
で
飲
み
よ
っ
て
も
、

途
中
他
に
ど
こ
に
も
寄
ら
ん
と

そ
の
ま
ま
タ
ク

シ
ー
で
池
川
へ

飲
み
に
来
る
の

が
当
た
り
前
。

そ
れ
だ
け
栄
え

ち
ょ
っ
た
ん
よ
」

「
あ
の
こ
ろ
の

町
を
見
せ
ち
ゃ

り
た
い
ね
」
と

西
田
さ
ん
。

　
安
居
銅
山
や

営
林
署
（
現
在
の
森
林
管
理
署
）
、

近
く
に
あ
っ
た
製
糸
工
場
の
従

業
員
な
ど
町
外
か
ら
働
き
に
来

る
人
も
多
く
、
こ
の
周
辺
は
昼

で
も
夜
で
も
人
通
り
が
絶
え
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
上
土
居
第
三
区
は
、
班
で
は

な
く
「
桜
組
」
「
常
盤
組
」
「
大

黒
組
」
「
銀
座
通
り
」
の
四
つ

の
組
に
分
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
伺
っ
て

”
粋
“
な
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

　
地
区
で
提
灯
や
配
線
を
買
い

そ
ろ
え
、
毎
年
お
盆
の
時
期
に

皆
が
協
力
し
、
提
灯
を
家
の
軒

先
に
連
ね
て
飾
る
こ
と
が
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
他
の
地
区
で
も
提
灯
を
飾

る
よ
う
に
な
り
、
お
盆
の
時
期

は
夜
で
も
通
り
を
明
る
く
照
ら

し
て
い
ま
す
。

 

「
皆
よ
く
協
力
し
て
く
れ
、
仲

良
く
や
っ
て
い
ま
す
」
「
近
所

同
士
が
仲
良
く
、
普
段
か
ら
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
、
暮
ら
し

よ
い
地
区
に
し
て
い
き
た
い
」

と
藤
原
さ
ん
。

 

「
い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
、

隣
近
所
が
協
力
し
て
防
災
活
動

を
行
う
こ
と
が
大
切
」
と
自
主
防

災
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

西田太郎さん・美榮子さんご夫妻

区長の藤原乾洋さん

上土居第三集落

　住民の方が飾った提灯が、暗がる道を
照らし祭りを盛り上げます

三

三叉




